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ま　え　が　き

　本書は，感性について興味があって学びたいという読者，顧客の感性を定量

化する情報技術が求められる実務家の読者など，幅広い読者にお読みいただき

たい本である。感性については，心理学，認知科学，脳科学，工学など幅広い

分野で研究が行われ，さまざまな本が出版されているが，筆者は，感性を定量

化する方法として，オノマトペ（「コンコンとドアをたたく」，「さらさらした

手触り」，などの擬音語・擬態語の総称）を活用したユニークな研究を行って

いる。そこで，感性に関する従来の手法の紹介だけでなく，このような技術が

生まれた背景，この技術の解説，活用方法まで，筆者ならではの切り口で紹介

したいと思う。

　さらに，オノマトペだけでなく，筆者は，SNSや普通の会話，文章から，

感性を抽出する研究も行っていることから，そのような技術についての解説も

する。特に Twitterなどの SNSで発信される情報は，近年マーケティングなど

の分野でも注目され，企業でも盛んに分析が行われており，顧客の関心，世の

中の動向を把握する上で重要な情報源として注目されている。Twitterなどの

情報を解析する際には，自然言語処理技術が用いられるが，本書では，自然言

語処理の技術についての解説のみならず，自然言語から感性を抽出する筆者な

らではの技術についても紹介したい。

　さらに，近年成長が目覚しい人工知能においても，感性は次世代人工知能開

発のキーワードであることから，近年の人工知能技術と絡めた解説も行う。

　感性は，文系分野でも理工系分野でも扱われる対象であるが，まさに文理融

合研究を実践している筆者だからこそ幅広く解説できるトピックであるといえ

る。文系だが感性を定量化するための情報技術にも関心のある読者，理系だが

感性も扱いたい読者まで，幅広く，学部学生のための教科書としても，一般の
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ii　　　ま え が き　

方の読み物としてもお読みいただけるのではないかと思う。また，筆者は，感

性に関連して開発した技術を活用し，長年にわたり数々の産学連携共同研究を

行ってきた経験があることから，産業界の実務家の実践にも役立てていただけ

るのではないかと思う。感性について，新たな可能性を感じていただき，本書

が，感性と情報技術の融合研究の未来に光をさすことのできる一冊となれば幸

いである。

　2018 年 5 月

 坂本　真樹　
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1
感性情報技術の重要性

　本章では，感性とはなにか，感性について理解することがなぜ重要なのか，
感性にアプローチする上で情報技術がなぜ重要なのかについて解説したい。

1 .1　日常生活での「感性」とは

　われわれは日常，何気なく，「感性が豊かな人」，「感性が鋭い人」というこ

とがあるが，一体それはどのような人だろうか。そもそも，「感性」とはなん

なのだろうか₄︶,₂₈︶†。

　『広辞苑』（第二版）を引いてみると，以下のように書かれている：

　①　外界の刺激に応じて感覚・知覚を生じる感覚器官の感受性（sensibility）。

　② 　感覚によって呼び起こされ，それによって支配される体験。したがっ

て，感覚に伴う感情や情動・欲望も含む。

　③　理性・意思によって制御されるべき感覚的欲望。

　④　思惟の素材となる感覚的認識。

　『大辞林』（第三版）には以下のように書かれている：

　①　〘哲〙　〔英 sensibility；ドイツ Sinnlichkeit〕

　 ㋐ 認識の上では，外界の刺激に応じて，知覚・感覚を生ずる感覚器官の感

受能力をいう。ここで得られたものが，悟性の素材となり認識が成立する。

　 ㋑ 実践的には，人間の身体的感覚に基づく自然な欲求をいう。理性より下

位のものとされ，意志の力によって克服されるべきものとされることが多

†　肩付き番号は，巻末の引用・参考文献の番号を示す。
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2　　　1 .　感性情報技術の重要性　

い。→ 理性・悟性

　 ② 物事に感じる能力。感受性。感覚。　「豊かな―を育てる」　〔「心に深く感

じること」の意で江戸期の浮世草子にすでに載っている語。〕

　どうやら，「感性」の第一の意味は，外界の刺激を，感覚受容器を通じて知

覚することで生じるものであり，生物的な反応といえる。第二の意味は，身体

的感覚によって呼び起こされる自然な欲求であり，感覚に伴う感情や情動・欲

望であり，「理性」よりも下位のものとされていることがわかる。

　この第二の意味の中には，「感情」，「情動」，「欲望」という言葉が使われて

おり，ややこしい。では「感情」の意味はなにかというと，「ヒトなどの動物

がものごとやヒトなどに対して抱く気持ちのこと。喜び，悲しみ，怒り，諦

め，驚き，嫌悪，恐怖」とされる。では「情動」はなにかというと，「怒り，

恐れ，喜び，悲しみなど，比較的急速に引き起こされた一時的で急激な感情の

動きのこと」とされ，感情の動きの中の一部分を指している。「欲望」は，「不

足を感じてこれを満たそうと強く望むこと」ということで，かなり限定的な感

情の一種であるといえる。

　第二の意味での「感性」は，「理性」よりも下位のものとされ，理性で抑え

るべき感情，情動，欲望という意味合いが強いが，現代では，われわれは，

「感性が豊かな人」，「感性が鋭い人」という冒頭の例のように，「感性」という

言葉をポジティブな意味で使うことが多いように思われる。

　『広辞苑』の第一の意味の中に，「感受性」という言葉があるが，『大辞林』

での「感受性」の定義は，「外界からの刺激を深く感じ取り，心に受け止める

能力」とあり，「感受性が鋭い」，「感受性が豊かだ」というように使うとされ

ている。まさに，われわれが「感性が鋭い」，「感性が豊かだ」と使う場合の意

味と同様である。つまり，「感性」とは，「能力」であり，豊かであること，研

ぎ澄まされていることがよいことであるものである。本書では，このような第

一の意味での「感性」を中心に，さまざまな角度から解説をしたい。

　ところで，「感性」の英訳として，sensibilityが記載されているが，sensible

は「感じられる，知覚できる」という意味で，知覚寄りの意味が強い。類語と
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　1 .2　製 品 開 発 で　　　3

して，sensuousという感覚的な印象に訴える意味合いが強い言葉もあり，ま

た別に sensualという肉体的な感覚を表す言葉もあるが，いずれも日本語の

「感性」とぴったり当てはまらない。

1 .2　製 品 開 発 で

　「感性」の英語訳の難しさの話をしたが，日本には「感性工学会」という学

会がある。この学会の英語名は，＂Japan Society of Kansei Engineering＂であ

る。感性工学会とはどのような学会なのか，感性工学会の学会案内のホーム

ページから一部抜粋してみる（http://www.jske.org/abouts/　2017 年 11 月 23

日アクセス）：

日本感性工学会は、1998 年 10 月 9 日に設立された学会です。本学会は、

従来の人文科学・社会科学・自然科学と言った枠にとらわれることなく、

幅広い学問領域を融合して、感性工学という新しい科学技術を立ち上げ、

展開しています。［中略］産業革命以来の近代科学技術は、モノを大量に

作り出し、人々に物質的な豊かさを提供してまいりました。しかしその結

果として、画一的な工業製品を生み出し、個々人の生活を没個性化させ、

地域の文化を崩壊させ、人々の創造性をも喪失させかねない状況をもたら

しています。こうした混沌から脱出し、平和で豊かな社会に資するため

に、人間の根源的な能力としての感性を中心にした科学技術としての「感

性工学」の創成に挑戦しています。当面の課題としては、感性を活用した

哲学の実践、感性豊かな人々を育む教育、美しい風土の実現などをはじめ

として、感性の計測と定量化に関する手法の開発、揺らぎ・ファジィ・フ

ラクタル・複雑系というような新しい解析方法の導入、情報工学・人間工

学・認知科学・心理学・デザイン学などの諸領域にわたる学際的研究、さ

らにはこれら成果の事業化や産業化への検討など、既存の工学や境界領域

で取り上げにくいテーマに積極的に対応しています。
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4　　　1 .　感性情報技術の重要性　

　また，感性工学会からは，＂Kansei＂という日本語をそのままアルファベッ

トにした名称を掲げた＂Kansei Engineering International Journal＂という英文

論文誌も出版されていた。しかし，2013 年 3 月 1 日に，＂International Journal 

of Affective Engineering＂という名称に変更することが発表された。その理由

として学会のホームページには以下のように書かれている（http://www.jske.

org/mutvd1rkc87/?block_id=87&active_action=multidatabase_view_main_ 

detail&multidatabase_id=3&content_id=515　2017 年 11 月 23 日アクセス）：

感性工学の研究とその裾野は確実に広がってきており，それは，日本感性

工学会論文誌への論文投稿数や採録される論文のレベルにも表れていま

す。しかしながら，国際的には，日本語由来の Kansei Engineeringという

言葉では世界の多様な研究者・開発者・産業界の人々が説明なしで理解で

きる技術用語とはなっていません。近年，国際的に，学術雑誌のインパク

トファクターや参照回数などが，学会，雑誌，論文，筆者の評価・業績審

査の上で重要視されるようになってきました。このような背景のもとで

は，日本語由来の Kansei Engineering International Journalから英語で類

似の概念を表す International Journal of Affective Engineeringに変更した

方が，感性工学の研究の国際的な広がりの促進と，論文筆者の皆さんへの

支援になると判断しました。なお，変更の対象としているのは英文雑誌名

称です。本会の英語名称である Japan Society of Kansei Engineeringは，

変更しません。

　国際感性工学会の名称は，＂International Society of Affective Science and En-

gineering＂であり，国際的には＂Affective Engineering＂が，「感性工学」の意

味として通用するということであろう。

　広島大学の長町三生名誉教授の一連の書籍₂₉︶ によれば，感性工学は日本発

の技術である。日本からアジアや欧米へと広がり，発展していった学問分野と

されるが，その理由として，感性工学が顧客の感性を製品設計に盛り込む技術

コ
ロ

ナ
社



　1 .2　製 品 開 発 で　　　5

であること，感性を重視した製品が市場でヒットしていること，世界的に使い

勝手のよさだけでなく，魅力ある製品づくりが求められていることが挙げられ

ている。長町の定義によれば，感性工学とは，「生活者の感性やイメージを数

値化し，それを設計に写像することで，新製品を開発する技術」である。つま

り，生活者の感性の調査→数値化→製品開発に生かす手法の開発→製品開発，

というステップで行われる₂₄︶。

　本書では，ほぼ全章にわたって，これらのステップに関連する，感性を重視

した製品開発に役立つ技術について解説を行う。感性と製品開発は密接な関係

にあり，感性が重要な製品開発は，建築業界，自動車業界，香粧品業界，飲

料・食料品業界，芳香品業界など多岐にわたる業界の関心事である。感性は個

人的価値判断に影響を及ぼす重要なものだからである。

　特に，本書では，生活者は，音，見た目，手触り，味，香りといった五感を

通して製品の価値を把握する，というプロセスを重視する。製品のモノとして

の物理的な性質，材質だけでなく，いわゆる「質感」が製品開発では重要であ

る。特に五感を通して人が取得する質感情報がもたらす快・不快や美醜などの

感性・情動反応とされる「感性的質感認知」に着目して，解説していきたい。

　製品開発では，生活者はなにを求めているのかを知ることが必要であるが，

どうしたらそれを知ることができるかは非常に難しい。生活者本人も意識して

なにかを求めているわけではなく，「どのようなモノが欲しいのか？」と直接

聞いてみても明確に説明できる人はいないであろう。しかし，商品を購入する

際に，なにに対してお金を支払うか，実際には選択している。ところが，「な

ぜそれを買ったのか？」と直接聞いてみても，「ほしいと思ったから」といっ

た程度の答えしか得られない。これらを上
う

手
ま

く引き出すための調査方法は重要

であり，本書ではこれらについて詳細に解説する。

　生活者の感性を把握するためには傾向を把握する必要があるが，感性は曖昧

でそれ自体があらかじめ数値化されているものではないため，調査の仕方次第

では統計的な解析が難しい。言葉で直接回答を求めると「定性的」な情報しか

得られない。そこで，生活者に，あらかじめ定量化しやすい形での回答を求め
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【あ】
粗さ感 19

【い】
閾 値 136, 147
依存構造 114
一次感覚野 23
一次的オノマトペ 55
位置情報 142
一点交叉 102
遺伝子個体 98
遺伝的アルゴリズム 96
意味解析 114
意味空間生成用圧縮行列 

 128
意味空間生成用行列 128
意味素性 115
意味ネットワーク 116
意味微分法 58
色 17
因子分析 37
インターネット 117
インパルス 15

【う】
ウェルニッケ言語野 22
ウォード法 41
ウォルター・ピッツ 147
ウォーレン・マカロック 

 147

【え】
影響係数 92
液体の粘性 18

【お】
凹凸感 19
音 20
オートエンコーダ 153
オノマトペ 51, 52
オノマトペ遺伝子個体 98
オノマトペ感性評価シス 
テム 73, 100

オノマトペ初期個体群 98
オノマトペ生成システム 

 98
オノマトペの印象ベクトル

 177
オノマトペ標識 58
オノマトペマップ 89
オノマトペ問診支援シス 
テム 173

オノマトポエイア 51
重 み 147
音韻意味論 55
音声コーパス 119
温度感 19
オントロジー 115

【か】
回帰分析 39
外向性因子 144
概 念 30
概念識別子 115
概念体系 115
海 馬 28
開放性因子 144
ガウス関数 92
過学習 151

係り受け 114
書き言葉コーパス 119
各色彩の連想確率 134
確率的探索 96
価値判断 10
楽曲検索システム 178
活動性 30
カテゴリー数量 88
仮名漢字変換技術 111
感覚形容語 31
間隔尺度 44
感覚受容器 17
感覚センサ 17, 23
感覚層 148
眼球運動電位 46
感受性 1, 2
感 情 1
感 性 1
感性・情動神経系 26, 27
感性空間 89
感性工学 4
感性工学会 3
感性情報 14
感性的質感認知 5
感性ベクトル 138
完全連結法 41
間 脳 21

【き】
擬音語 52
機械翻訳 111
幾何学パターン 166
疑似オノマトペ 54
擬情語 52
擬声語 52
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基礎律動 47
擬態語 52
機能的磁気共鳴画像 13
共感覚 177
共起確率 121
擬容語 52
教師あり学習 148
教師信号 148
教師データ 118
教師なし学習 148
局所コントラスト正規化層

 154
寄与率 36
近赤外線分光分析 14
金属調加飾デザイン支援 

 160
筋電位 46

【く】
クエリ 178
クエリ色彩ベクトル 179
句構造 114
クラスタ分析 40

【け】
計算機 12
芸 術 8
形態素 112
形態素解析 112
形容語対評価尺度 32
言語解析 112
言語生成 112
言語理解 112
検索質問ベクトル 123
検索ベクトル 129

【こ】
工学的特性 16
交 叉 101
交叉確率 105
硬軟感 19
顧 客 6
コサイン尺度 123

コサイン類似度 100
誤差逆伝播法 149
コネクショニストモデル 

 14
コーパス 117, 118
コーパス言語学 118
コーヒー 64
語 尾 78
固有値 36
コンセプト 30
コンピュータ 12
コンピューテーショナル 
モデル 13

【さ】
再帰型ニューラルネット 
ワーク 157

最小二乗法 88
最短距離法 41
最長距離法 41
最適化手法 100
索引語 123
索引語・文書行列 123
サピア 55
サポートベクトルマシン 

 151
サルタン 122
散布図 35
サンプルコーパス 119

【し】
子音行カテゴリー 78
ジェフリー・ヒントン 149
ジオタグ 142
視 覚 24
視覚オノマトペ 164
色彩ベクトル 134, 179
色彩連想強度 134
色 聴 177
自己符号化器 153
辞 書 113
事象関連電位 46, 48
自然言語 111

自然言語処理 111
シソーラス 115
質 感 5, 161
質感認知 161
実金属 160
質的データ 86
自動要約 141
尺度ベクトル 128
重回帰分析 39
周波数成分 20
樹形図 41
主成分負荷量 36
主成分分析 34
受容野 24
順序尺度 44
順伝播型ニューラルネット
ワーク 158
情緒不安定性因子 144
小 脳 21
情 報 11
　――の信頼性 141
情報処理アプローチ 12
情報処理機械 12
照 明 16
触 覚 24
触覚オノマトペ 164
ジョン・ホランド 97
自律神経系 21
進化的計算 96
神経回路網モデル 14
神経系 21
神経細胞 15, 146
人工言語 111
人工知能 14
人工ニューロン 147
深層学習 152
身 体 12
心電位 46
心理生理学的方法 46
心理物理学 43
心療内科 9
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【す】
数量化理論 86
数量化理論 III類 87
数量化理論 II類 87
数量化理論 IV類 87
数量化理論 I類 79, 87

【せ】
誠実性因子 144
セグメンテーション 113
説明特性 87
説明変数 39
セマンティックWeb 117
セロトニン 15
セロトニン搬送体 15
全結合層 154
潜在因子 37
潜在的意味インデキシング

 125
潜在的意味解析 122, 125
潜在変数 37
選 択 101
全文検索技術 111
専門家 164

【そ】
相関分析 40
相互情報量 121
双方向散乱反射率分布関数

 18
双方向反射率分布関数 16
属 性 140
素材マップ 89
ソーシャルグラフ 142
ソシュール 55

【た】
第 1主成分 34
第 2 次人工知能ブーム 

 116
第 2 主成分 34
第 n主成分 35

第一次視覚野 23
第一次体性感覚野 23
第一次聴覚野 23
大 脳 21
大脳皮質 22
大脳辺縁系 27
体部位局在性 25
多感覚知覚 25
ターゲティング広告 7
多次元尺度構成法 41, 90
畳み込み層 154
畳み込みニューラルネット
ワーク 154

多変量解析 86
ダミー変数 88
単回帰分析 39
段階尺度 32
短期記憶 28
炭酸飲料 63
単連結法 41

【ち】
知覚能力 10
チャールズ・ダーウィン 

 97
中枢神経系 21
長期記憶 28
調和性因子 144
チョコレート 64

【つ】
ツリーダイアグラム 41

【て】
定性的 5
ディープラーニング 152
定量化 6
テキストコーパス 119
テキストの感性ベクトル 

 138
データ 34
データマイニング 117

デビット・ラメルハート 
 149
電気信号 15
デンドログラム 41

【と】
同義語 115
統計的な解析 34
統語解析 114
特異値分解 125
特殊語尾 78
特殊目的コーパス 119
特性指数 45
特徴抽出細胞自己形成 

 148
突然変異 101
突然変異確率 105
ドーパミン神経系 26
トピック 141

【な】
内分泌系 21
ナレーション情報 126

【に】
二次的オノマトペ 55
日本語版マッギル疼痛質問表

 172
ニューラルネットワーク 

 14, 146
ニューロン 15, 146
認知科学 12

【の】
脳 幹 21
脳磁図 13
脳 波 46, 47
脳波計 47
脳波検査 47

【は】
背景脳波 47
拍 56
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パーセプトロン 148
パーソナリティ推定 143
パターン認識学習機械 

 148
発 火 147
バックプロパゲーション 

 148, 149
話し言葉コーパス 119
反意語 31
汎化能力 151
反射特性 16, 17
半透明感 18
反応層 148
汎用コーパス 119

【ひ】
被験者 33
被験者内分散分析 95
ヒストグラム統計量 17
非専門家 164
比 喩 53
　――の印象ベクトル 177
評価性 30
評判分析 140
品 詞 112

【ふ】
フォロー 142
副 詞 32
物理空間 89
ブランドイメージ 166
ブランドエクイティ 166
ブランドネーム 166

ブランド名評価システム 
 168

プリミティブワード 134
プーリング層 154
ブローカ言語野 22
文書集合 123
文 脈 113

【へ】
ベクトル空間モデル 122
ヘッブ則 148
ヘッブの学習則 148
弁別閾 45

【ほ】
ポジトロン断層撮像法 15

【ま】
マイクロブログ 139
マグニチュード尺度 45
マグニチュード推定法 45
マーケティング 6
摩擦感 19
マージン最大化 151
末梢神経系 21
マービン・ミンスキー 148

【み】
未知語 136

【め】
名義尺度 44
メルザック 172

【も】
目的変数 39
模造金属 160
モデュラス 45
モニターコーパス 119
モノアミン神経系 26
モノと情報 12
モーラ 56

【ゆ】
有意確率 39
ユークリッド距離 131

【り】
力量性 30
理 性 2

【る】
類似度群 127
類似度集合 129
累積寄与率 36
ルーレット選択 101

【れ】
レコメンデーション 7
連合層 148
連想色彩 133
連続 bag-of-words表現 

 156

【わ】
ワールドワイドWeb 117

【A】
activity 59
Associate 148
Authority 140
Authority分析 140
A層 148

【B】
bag-of-words 155
BigFive尺度 144
BRDF 16
Brown Corpus 118
BSSRDF 18

【C】
ChaSen 114
closed-ended 33
CNN 154

◇ ◇
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【D】
Deep Dream 8
DF 175

【E】
ECG 46
EEG 46, 47
EMG 46
EOG 46
ERP 46, 48
evaluation 59

【F】
fMRI 13, 49

【G】
GA 96

【I】
IDF 175
Influencer 140
Influencer分析 140

【J】
JMPQ 172
JUMAN 113

【K】
Kansei 4

【L】
LCN 154
LSA 125
LSA意味空間 125
LSA意味空間行列 127
LSI 125

【M】
McGill pain questionnaire 

 172
MDS 41
MeCab 114
MEG 13
MPQ 172

【N】
NIRS 13
nグラム 122
nグラムモデル 122

【O】
open-ended 33

【P】
Pearsonの積率相関係数 84
PET 15
potency 59

【R】
RNN 157

Rsponse 148
R層 148

【S】
SD法 29
Semantic Differential法 29
Sensory 148
skip-gram表現 156
Super Vision 152
SVM 151
S層 148

【T】
TF 175
TF-IDF法 175
TVCM 126
TV番組 126
Twitter 139, 142

【W】
Webマイニング 117
WinCha 120
WordNet 115
WWW 117

【数字】
1-of-N表現 155
3 次元形状 16
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